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H a p p i n e s s

2012年2月

くらし何でも無料相談 0120-53-4141　メール info@chiba-lsc.jp
ちばライフサポートセンター

全ての人々が“しあわせ”であるようにと
願いをこめて

◆
「しあわせ」は１９６４年８月創刊以来、
５００号を重ねることができました。

　ご協力いただいた関係団体・地区労福協の皆様に感謝申し上げます。
　これからも、情報発信のツールとして役割を果たしていきます。

◆



こ
の
間
の
相
談
者
は
、
１
８
０
件
を
超
え
、

面
談
相
談
件
数
も
65
件
（
２
０
１
１
年
12
月

末
）
に
達
す
る
な
ど
県
内
全
域
か
ら
の
相
談

が
毎
日
の
よ
う
に
飛
び
込
ん
で
き
て
お
り
ま

す
。相

談
内
容
は
、
家
庭
内
問
題
を
抱
え
た
人
、

多
重
債
務
で
苦
し
ん
で
い
る
人
、
お
金
が
無

く
な
っ
て
食
料
も
尽
き
て
し
ま
っ
た
人
、
生

活
保
護
が
打
ち
切
ら
れ
今
後
の
生
活
に
不
安

を
抱
く
人
、
仕
事
が
な
く
生
活
に
行
き
詰
っ

た
人
な
ど
、
苦
境
に
お
か
れ
た
人
た
ち
か
ら

待
っ
た
な
し
の
支
援
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
相
談
者
の
多
く
は
複
合
的
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

丁
寧
に
状
況
を
把
握
す
る
中
で
迅
速
な
支

援
に
向
け
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
解
決
に
心

が
け
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
食
料

提
供
や
同
行
対
応
を
は
か
る
な
ど
、
寄
り
添

い
型
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
て
い
る
弁
護
士
を
は
じ
め
と
し
た

専
門
相
談
員
と
の
連
携
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
支
援
を
い
た
だ
い
た
弁
護
士
は
10
人
、

司
法
書
士
３
人
、
社
会
福
祉
士
２
人
、
ひ
き

こ
も
り
支
援
相
談
士
２
人
、
心
理
療
法
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
や
生
活
保
護
、
自
立
支
援
等
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

中
核
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
様
々
な

分
野
に
お
け
る
専
門
家
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
感
謝
し
て
い
る
状
況
で
す
。

日
常
生
活
か
ら
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
事
を
解
決
す
る
た
め
の
窓
口
は
、
県
内
に

は
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
常
設
相
談
窓
口
が
な

く
県
民
の
拠
り
所
と
し
て
開
設
以
来
の
短
期

間
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
関
係
者
一
同
お
役
に
た
て
た
喜
び
を
噛

み
し
め
て
お
り
ま
す
。

ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
に
心
が
け
な
が
ら
相
談
者
に
寄
り

添
っ
て
相
談
活
動
が
出
来
る
の
は
、
ち
ば
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
活
動
に
ご
理
解
を

２
０
１
１
年
７
月
５
日
、（
社
）
千
葉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
下
に
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
、
ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
相
談
受
付
に
加
え
て
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
相
談
受
け
付
け
や

面
談
に
よ
る
相
談
な
ど
の
充
実
を
図
り
、
併
せ
て
専
従
相
談
員
を
配
置
し
て
、「
く

ら
し
何
で
も
相
談
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

県
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

　
　
　

初
の
常
設
相
談
窓
口
の
設
置
と
専
門
家
と
の
広
範
な
連
携

リニューアルオープン半年を振り返って

ちばライフサポートセンター相談コーナー
専門相談員３名による面談相談

小竹相談員による電話相談
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相 談 件 数 の 推 移

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
県
内
す
べ
て
の
自
治

体
広
報
紙
へ
の
掲
載
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
連
合
千
葉
の
協
力
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
連
合
千
葉
に
お

け
る
街
頭
行
動
に
お
い
て
チ
ラ
シ
の
配
布
や

労
働
組
合
、
労
働
金
庫
、
全
労
済
窓
口
で
の

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
が
短
期
間
で
県
内
全

域
へ
情
報
が
伝
わ
っ
た
と
分
析
し
て
お
り
、

こ
れ
も
ま
た
関
係
団
体
と
の
協
力
・
連
携
の

成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
な
ぜ

寄
り
添
い
型
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
問
題
解
決

対
応
が
出
来
た
の
か
を
以
下
に
整
理
し
ま
し

た
。

①　

受
け
た
問
題
を
先
送
り
し
な
い
、
た
ら

い
回
し
に
し
な
い
相
談
員
の
強
い
信
念
を

つ
く
り
あ
げ
た
こ
と
。

②　

電
話
に
よ
る
第
１
次
相
談
時
に
お
い
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
相
談
員
自
ら
が
出
向
い

④　

電
話
相
談
員
の
ス
キ
ル
を
高
め
、
自
ら

の
判
断
に
お
い
て
問
題
解
決
の
た
め
に
関

係
先
と
折
衝
が
で
き
る
こ
と
。

　

以
上
の
活
動
を
通
し
て
、
ち
ば
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
県
民
が
幸
福
に
な
る

こ
と
、
そ
し
て
生
活
の
底
上
げ
が
で
き
る
よ

う
今
後
と
も
機
能
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

広
範
な
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を

強
め
て
参
り
ま
す
。

県
内
全
域
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

寄
り
添
い
型
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

ちばライフサポートセンター

て
相
談
者
か
ら
の
事
情
を
詳
し

く
伺
う
と
同
時
に
、
専
門
相
談

員
事
務
所
へ
同
行
あ
る
い
は
専

門
相
談
員
と
帯
同
し
て
関
係
先

と
の
交
渉
に
あ
た
る
な
ど
寄
り

添
い
型
を
基
本
に
活
動
し
て
い

る
こ
と
。

③　

例
え
少
数
の
相
談
者
で
あ
っ

て
も
面
談
相
談
時
は
複
数
で
の

相
談
員
を
配
置
し
、
そ
の
場
で

一
挙
に
解
決
す
る
手
は
ず
を
整

え
て
い
る
こ
と
。
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１
月
６
日
（
金
）、
千
葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
多
く
の
ご
来
賓
を
は
じ
め
、

構
成
組
織
、地
域
協
議
会
、議
員
団
、政
党
関
係
者
な
ど
約
４
０
０
名
の
参
加
の
も
と
「
２
０
１
２

年 

連
合
千
葉
新
春
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代

表
し
た
連
合
千

葉
黒
河
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、

ご
来
賓
と
し
て

出
席
頂
い
た
野

田
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

携
え
た
長
浜
内

閣
官
房
副
長
官
、

森
田
千
葉
県
知

連合
千葉

事
、
永
山
千
葉
労
働
局
長
、
綿
貫
千
葉
県

経
営
者
協
会
会
長
、
民
主
党
千
葉
県
連
を

代
表
し
て
田
嶋
衆
議
院
議
員
、
村
上
社
民

党
千
葉
県
連
合
代
表
の
皆
さ
ま
よ
り
、
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
の
あ
と
、
連
合
千
葉
黒
河
会

長
、
森
田
千
葉
県
知
事
、
熊
谷
千
葉
市
長
、

小
泉
千
葉
県
労
福
協
副
会
長
（
中
央
労
金

千
葉
県
本
部
長
）、
佐
々
木
連
合
千
葉
議

員
団
会
議
会
長
の
皆
さ
ま
に
よ
る
鏡
開
き

に
続
き
、
連
合
千
葉
横
田
副
会
長
の
発
声

で
乾
杯
を
行
い
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

集
い
の
中
で
は
、
国
会
議
員
紹
介
や
地

域
協
議
会
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
参
加
者
同
士
の
懇
談
も

進
み
、
最
後
に
、
震
災
か
ら
の
復
興
・
再

生
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
総
力
で
取
り
組
む
と
の
連

合
千
葉
日
高
副
会
長
の
締
め
の
挨
拶
に
よ

り
閉
会
し
ま
し
た
。

閉会挨拶に立つ日高副会長

乾杯の音頭をとる横田副会長

威勢よく鏡開き

「
２
０
１
２
年 

連
合
千
葉
新
春
の
集
い
」を

盛
会
に
開
催
！

挨拶に立つ黒河会長
和やかに懇談
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「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けて

連合
千葉 ２０１2春季生活闘争スタート

連合千葉は、「働くことを軸とする安心社会」の実現に向け、雇用の確保・改善を含め、すべての働
く者の生活が改善をめざす取り組みとして「2012春季生活闘争」を位置づけ、公正、安心・安全な社
会の実現に向けて、以下の４点の柱を基本に取り組みをすすめていく。
⑴　2012春季生活闘争を「すべての労働者の処遇改善」にむけた３年目の闘いと位置付け、１％を
目安に賃金を含めた適正な配分を求め、より社会性を追求した運動を展開するための取り組みをす
すめる。
⑵　「地域中小共闘センター」を設置し、連合千葉に集う地域の中小・地場組合の闘いの支援を強化
するとともに、「職場から始めよう運動」への対応を含め非正規労働者の処遇改善に向けた取り組
みをすすめる。
⑶　勤労者および地域の雇用・生活条件の課題解決に向け、労働条件闘争とともに「運動の両輪」と
して政策制度の取り組みを推進する。
⑷　ワーク・ライフ・バランスの実現をめざし、雇用の維持・創出の観点も含めた総実労働時間の短
縮と割増率の引き上げ、育児・介護休業法、次世代育成支援対策推進法、安全・衛生対策などにつ
いて職場における取り組みをすすめる。

①　「2012春季生活闘争委員会」を設置し、闘争を推進
する。

②　「地域中小共闘センター」を設置する。
③　地域協議会や業種別部会毎に「決起集会」・「研修会」

を実施する。
④　闘争関連学習会を開催する。
　　経営分析講座、地域ミニマム研修（開催済み）
⑤　「連合千葉非正規労働者集会」（４月10日予定）を開

催する。

⑥　中小労組支援行動を展開する。
　　ⅰ企業内最低賃金協定化の促進、ⅱ県、労働局、経

営者団体への要請行動の展開、ⅲ単組オルグ（職場訪
問）の実施など。

⑦　連合千葉「地域ミニマム」を目標にした単組毎の「企
業内最低賃金協定の締結・改善」を推進する。

⑧　「連合千葉2012春季生活闘争総決起集会」を開催する。
　　（２月25日13：00～千葉市中央公園）
⑨　政策制度の改善を図る。

具体的取り組み方針

　①から③のいずれかに取り組む。
①　「誰もが時給1,000 円」を目指す。
②　単組が取り組む地域毎の水準については、

産別は現状を踏まえ中期的に「連合千葉リ
ビングウェイジ」（時間額930円、月例賃金
153,000円）を上回るよう指導する。

③職務や人材活用の仕組みが正社員と同じ働き
方は30円、異なる場合は20円とする。

パート共闘方針
①　賃金水準改善のための到達すべき水準値
　　25歳190,000円、30歳215,000円、
　　35歳240,000円、40歳265,000円
②　賃金引上げ要求目安

○賃金カーブ維持分を算定可能な組合は、その維持原資を労使
で確認する。

○賃金カーブ維持分が算定困難な組合は、賃金カーブの維持相
当分として4,500円を要求する。

○賃金水準の低下や格差などの状況に応じて、賃金改善分とし
て給与総額１％を目安に要求、交渉を展開する。

中小共闘方針

取り組み方針（基本）
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２
月
４
日
に
は
、
大
網
白
里
町
で
県
内

６
ヶ
所
目
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
約
１
０
０
名
の
町
民
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
主
催
者
挨
拶
の
後
、
大
網

白
里
町
の
金
坂
町
長
に
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

ネ
ッ
ト
ち
ば
か
ら
の
基
調
報
告
、
町
の
担

当
者
に
よ
る
消
費
者
行
政
と
被
害
に
関
す

る
報
告
、
地
元
の
消
費
生
活
専
門
相
談

員
・
区
長
会
・
教
育
委
員
会
・
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
代
表
に
よ
る
熱
の
こ

も
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
防
犯
組

合
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
発

言
も
あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
、
相
談
体
制

の
充
実
強
化
と

に
向
け
た
提
言
が
採
択
さ

れ
、
金
坂
町
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
２
０
１
０
年
か
ら

香
取
市
、
旭
市
、
富
里
市
、

茂
原
市
、
野
田
市
で
開
催

さ
れ
、
大
網
白
里
町
の
次

は
館
山
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
各
市
と
も
市
長
ご
自
身
が
出

席
さ
れ
て
挨
拶
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
12
月
に
は
、
市
や

地
元
自
治
会
の
協
力
を
得
て
館
山

市
の
北
条
地
区
で
、
悪
質
商
法
被

害
の
撲
滅
の

パネルディスカッション
未来に向けて　大網白里の安全・安心な暮らしのために

参加者からも発言！

金坂町長挨拶

～消費者行政の充実強化と悪質商法被害の撲滅めざして～

～千葉県内で６ヶ所目の開催、消費者行政充実ネットちば～

　千葉県労福協をはじめ千葉県内の消費者団体、生協、消費生活専門相談員、弁護士、司法書士など幅
広い団体と個人が参加している「消費者行政充実ネットちば」では、地方自治体に於ける消費者行政の
充実強化と悪質商法被害の撲滅めざして、県内各地で市町と共催のシンポジウムや宣伝行動をおこなっ
ています。

大網白里町でシンポジウムを開催

相
談
窓
口
の
周
知
徹
底
、
消
費
者
教
育
と

啓
発
の
推
進
、
町
・
警
察
・
民
間
団
体
間

の
連
携
体
制
整
備
な
ど
消
費
者
行
政
強
化

た
め
に
、
年
末
の
買
い
物
客
で
賑
わ
う
地

元
ス
ー
パ
ー
で
の
宣
伝
行
動
と
戸
別
訪
問

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
戸
別
訪
問
で
は
、

訪
問
販
売
の
被
害
の
実
情
を
聞
き
「
訪
問

販
売
お
断
り
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し

ま
し
た
が
、
１
年
後
の
昨
年
12
月
に
は
同

じ
地
区
を
再
度
訪
問
し
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の

効
果
や
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
取

り
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地

方
消
費
者
行
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
提
出
の
取
り
組
み
で
は
、
千

葉
県
議
会
を
は
じ
め
県
内
32
市
町
村
議
会

で
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。「
消

費
者
行
政
充
実
ネ
ッ
ト
ち
ば
」
で
は
、
引

き
続
き
こ
う
し
た
活
動
を
県
内
の
市
町
村

で
お
こ
な
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

シンポジウムプログラム  

日時 平成２４年２月４日（土）  午後１時３０分～午後３時３０分 場所 保健文化センター ３階ホール 
 
第１部 
 
◆開 会 
主催者あいさつ 消費者行政充実ネットちば 代表幹事 河野 誠 
来賓あいさつ 大網白里町長 金坂 昌典  
◆基調講演 「私たちのくらしと消費者行政」  

消費者行政充実ネットちば 事務局長 弁護士 拝師 徳彦 
 
◆大網白里町の消費者行政・消費者被害の実情について  

大網白里町住民課長 水間 和義  
第２部 
 
◆パネルディスカッション  「未来に向けて 大網白里の安全・安心な暮らしのために 

 
～ 地域の絆で防ごう 悪質商法 ～ 」 

 
☆コーディネーター 消費者行政充実ネットちば 弁護士 西村 誠 
☆パネリスト 民生委員児童委員協議会長 澤田 和子 
 

区長会長 
小林 武 

 
教育委員会委員長 

中村 孝市 
 

消費生活苦情相談員 山本 貴子 
 
◆提言発表 

社会福祉協議会長 
小川 公延 

 
◆閉会あいさつ 民生委員児童委員協議会長 澤田 和子 
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〈ろうきん〉からのおしらせ
～定年退職を間近に控えたみなさんへ～

　定年退職を間近に控えたみなさんへ、退職時の手続きや注意点について、〈ろうきん〉からアドバイ
スをさせていただきます。

★雇用保険・年金・健康保険・税金の手続きは全て自分で…
　サラリーマンであるうちは、会社でなにもかも手続きをしてくれました。
　退職後は社会保険等の手続きいっさいを自分でやらなければなりません。「その時」になって慌てな
いように、いつ、どこで、なにをやるのかを調べ、遅くとも退職予定日の５～６ヵ月前から準備にかか
りましょう。退職金はあまり問題はありませんが、年金や保険関係は「請求なく

4 4 4 4

して給付なし
4 4 4 4 4 4

」といわれるように、全て「申請」に基づいて給付が行なわれます。
　また、65歳到達前にはハガキ形式の「国民年金・厚生年金保険老齢給付」を日
本年金機構に提出しなければなりません。
　年金の所得は「雑所得」の扱いになります。サラリーマン時代と異なり、今後
は「確定申告」が必要になる場合があります。

①　わからないことがあれば、市区町村役場、公共職業安定所（ハローワーク）、日本年金機構の年金
事務所、健康保険組合などの相談窓口にこまめに問い合わせることが大切です。
②　共済組合に加入されている方は手続きが異なりますので、当該の共済組合にお問い合わせください。

年金は制度が複雑で、自分の年金がどうなっているのか、よくわからないことがあります。
また、年金は請求をしないと受け取れません。しかし、仕事があるので年金事務所にでかけるこ
とができない方もいらっしゃるでしょう。
そんな場合には、〈ろうきん〉の年金アドバイザーが調査・請求のお手伝いをいたします。

〇年金の制度内容を知りたい。
〇自分や妻の職歴の登録がどうなっているのか、受給期間が満
たされているのか知りたい。
〇年金がいつからいくらもらえるのか知りたい。
〇年金加入期間確認通知書を請求したい。
〇年金請求の手続きをしたい。

ワンポイントアドバイス

年金（調査・請求）のお手伝いをいたします！

〈中央ろうきん〉千葉お客様サービスセンター
TEL.043-251-5168 （平日9:00～17:00）

お問い合わせ先

こんなご要望に

お応えします！
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◦生活保障プランナー講座のご案内
全労済千葉県本部では、労働組合の皆さまを対象に、生活保障プランナー講座を開講いたします。

生活保障プランナー講座とは、生活保障に関わる組合員の疑問や悩み、相談に応えることを通じて、

労働組合の重要な活動である「組合員サポート」を支援するための講座です。労働組合役員や担当者

が組合員からの生活保障全般にわたる適切なアドバイスができるよう、必要な知識や手法を習得して

いただくものです。

　日　　時　2012年３月２日（金）13：00～17：35

　　　　　　2012年３月９日（金）13：00～17：30

　開催場所　全労済千葉県本部６Ｆ会議室（千葉市中央区弁天１－17－１）

　受講費用　無料

　対 象 者　労働組合役員ならびに書記、生活保障プランナーの方

　定　　員　50名（定員になり次第締め切ります）

　カリキュラム　全６単元

　　①保障設計運動とライフプラン　②社会保障の基礎知識　③生命保障の基礎知識

　　④損害保障の基礎知識　⑤税金の基礎知識　⑥金融商品の基礎知識

◦セカンドライフセミナーのご案内
全労済千葉県本部では、退職を迎えられる組合員の皆さまに対して、定年退職後の生活設計に必要

な情報提供のため、「セカンドライフセミナー」を開催いたします。

　日　　時　2012年３月17日（土）13：00～16：00

　開催場所　全労済千葉県本部６Ｆ会議室（千葉市中央区弁天1－17－1）

　受講費用　無料

　対 象 者　定年退職を控えた会社員の方と、その配偶者の方

　　　　　　※配偶者の方だけの参加も可能です。

　定　　員　72名（定員になり次第締め切ります）

　カリキュラム　全２単元

　　①「定年バンザイ、新しい生活に必要な社会保険、税金のこと」

　　　　（年金、雇用保険、健康保険、介護保険、税金の必要な基礎知識）

　　②「退職後の全労済制度の継続方法について～終身にわたる医療保障のご提案～」

　お申し込み、お問い合わせは

　　全労済千葉県本部　推進企画課（℡043-287-8142）までお願いいたします。

全労済からのお知らせ
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９月

28
5
0
3
0
1
0
0
5
3
0
1
0
3
3
4
10
48
27
14
2
0
5
0
0
0
32
0
5
13
2
3
2
2
2
0
3

103
57
13
12
6
9
1
5

1813
640
215
115
87
192
244
11
22
20
21
246

10月

42
5
0
2
2
4
0
0
4
13
0
0
1
2
7
2
10
51
32
13
2
0
4
0
0
0
35
1
9
8
0
8
0
2
4
1
2
55
30
6
9
1
2
0
7

1842
621
206
125
85
209
211
24
24
19
32
286

11月

40
2
0
3
2
6
0
0
2
15
0
0
0
0
4
6
16
56
36
13
3
0
4
0
0
0
44
3
8
8
3
9
4
2
3
2
2
97
54
10
16
4
7
0
6

1815
659
230
103
60
206
216
22
12
24
13
270

12月

40
4
2
4
1
3
0
0
1
8
2
0
0
2
6
7
15
38
24
9
1
0
4
0
0
0
49
0
10
4
2
17
5
1
3
3
4
84
44
8
8
14
6
0
4

1812
637
218
103
83
181
217
16
28
25
20
284

８月

19
2
1
1
0
1
0
0
3
5
0
2
0
1
0
3
8
37
23
11
1
0
2
0
0
0
46
2
10
8
6
4
2
2
3
4
5
77
42
10
14
2
4
0
5

1949
679
237
144
90
201
180
18
24
24
15
337

７月

18
3
0
3
4
4
0
0
0
2
0
0
1
0
0
1
6
36
18
11
2
0
5
0
0
0
25
1
2
3
1
10
4
0
2
0
2
81
41
10
10
1
14
1
4

1962
642
240
139
76
182
193
11
34
29
20
396

６月

4
1
0
1
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
41
19
15
4
0
3
0
0
0
62
2
15
7
5
23
2
3
0
2
3
81
46
8
17
6
3
0
1

1907
671
233
129
63
228
218
17
18
31
19
280

５月

3
1
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
56
28
18
7
0
3
0
0
0
46
1
3
6
3
18
4
4
1
1
5
54
31
6
11
4
2
0
0

2007
711
237
160
71
185
227
19
25
24
15
333

４月

1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
41
20
15
3
0
3
0
0
0
75
2
6
12
8
23
2
4
5
5
8
92
38
34
14
2
2
0
2

1842
664
199
113
70
193
189
14
25
21
12
342

相談・支援内容

相談件数
労働問題
保険・年金
生活保護
多重債務
家庭問題
子育関係
ボランティア関係
住宅関係
法律相談
遺産相続
福祉･医療･介護
ひきこもり
生活設計
メンタルヘルス
その他
面談実施件数（内数）

支援件数
保育所送・迎
施設等迎え･夕食支援･預り
夕食支援･預かり
昼食支援
保護者等の病気による援助
朝･昼食支援･預かり･送り
施設迎え・預かり
その他

相談件数
労働組合関係
労働契約関係
賃金関係
労働時間関係
雇用関係
退職関係
保険・税関係
安全衛生関係
差別等
その他

相談件数
新規電話相談
継続電話相談
法律専門家相談
自力解決
継続面談
制度など申請支援
その他
相談件数

人生
家族
夫婦
男女
対人関係
保健・医療
教育問題
性
法律・経済
情報
その他

電
話

面
接

ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

ハ
ミ
ン
グ
ち
ば

連
合
千
葉
・
労
働
相
談

生
活
再
建
支
援
相
談

（
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｃ
・
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）

い
の
ち
の
電
話

相談活動ネットワーク団体サポート件数総合報告2011年
度

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
歳
末
募
金
活

動
を
昨
年
12
月
23
日（
金
）に
実
施
し
ま
し

た
。当

地
区
労
福
協
と
連
合
千
葉
・
銚
子
地

区
連
絡
会
が
共
同
し
て
行
い
、
７
組
合
の

代
表
者
24
名
の
協
力
を
得
て
、
当
日
は
大

変
寒
い
中
で
し
た
が
、
銚
子
市
内
３
箇
所

で
マ
イ
ク
片
手
に
道
行
く
市
民
の
皆
様
に

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
デ
フ
レ
不
況

下
で
、
道
行
く
人
も
少
な
め
で
し
た
が
前

年
を
上
回
る
５
４
，
０
０
０
円
の
温
も
り

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
募
金
含
め
銚
子
市
全
体
の
集

計
額
は
、
前
年
を
約
40
万
円
下
回
る
約

銚
子
地
区
労
福
協

歳
末
助
け
合
い
街
頭
募
金
で 

５
４
，０
０
０
円
の
温
も
り
を
届
け
る
！

１
５
８
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
今

年
の
１
／
30
現
在
）
こ
れ
ら
善
意
の
募
金

は
生
活
困
窮
者
世
帯
や
寝
た
き
り
老
人
、

知
的
障
が
い
者
な
ど
に
配
分
さ
れ
、
有
意

義
に
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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くらし何でも無料相談 0120-53-4141　メール info@chiba-lsc.jp
ちばライフサポートセンター

全ての人々が“しあわせ”であるようにと
願いをこめて

◆
「しあわせ」は１９６４年８月創刊以来、
５００号を重ねることができました。

　ご協力いただいた関係団体・地区労福協の皆様に感謝申し上げます。
　これからも、情報発信のツールとして役割を果たしていきます。

◆


